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は
じ
め
に 

 

井
上
喜
文(

文
政
十
一
年(

一
八
二
八)
～
明
治
二
十
七
年(

一
八
九
四)

七
月
三
十

日)
)

は
、
埼
玉
県
入
間
郡
石
井
村(

現
坂
戸
市)

の
国
学
者
・
歌
人
で
あ
る
。 

そ
の
父
井
上
淑
蔭
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
活
躍
し
多
く
の
著
述
を
な

し
た
国
学
者
・
歌
人
で
あ
り
、
先
行
研
究
や
展
示
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
（1）
。 

し
か
し
、
息
子
喜
文
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。
た
だ
、

喜
文
も
国
学
者
と
し
て
多
く
の
著
作
を
成
し
て
お
り
、
当
時
の
国
学
や
井
上
家
文
書

を
考
え
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。 

埼
玉
県
立
文
書
館
に
は
、
井
上
家
文
書
四
三
五
〇
点
が
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
淑
蔭

の
文
書
が
中
心
だ
が
、
喜
文
の
資
料
も
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
出
版
物
だ

け
で
は
な
く
備
忘
録
・
草
稿
・
既
存
の
出
版
物
に
注
記
を
書
入
れ
た
も
の
な
ど
が
あ

り
、
喜
文
の
考
え
や
学
問
を
考
え
る
た
め
に
も
貴
重
で
あ
る
。 

令
和
六
年
度
に
は
、『
文
書
館
紀
要
』
第
三
八
号
に
「
国
学
者
井
上
喜
文
の
『
紫

式
部
日
記
傍
註
』
書
入
れ
と
「
紫
式
部
日
記
抜
書
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
と
し
て

取
り
上
げ
た
（2）
。 

こ
れ
に
続
い
て
今
回
は
、
喜
文
に
よ
る
『
土
左
日
記
』
（3）
関
連
の
資
料
を
考
察

す
る
。
そ
の
関
係
性
を
解
明
す
る
こ
と
で
、
喜
文
の
学
問
を
知
る
一
助
と
し
た
い
。 

 

１ 

井
上
喜
文
の
『
土
佐
日
記
』
関
連
資
料
に
つ
い
て 

 

井
上
喜
文
は
明
治
二
十
六
年(

一
八
九
三)

『
〈
考
異
冠
註
〉
土
佐
日
記
読
本
』
（4）

を
著
し
杉
本
書
店
か
ら
出
版
し
て
い
る
。
埼
玉
県
立
文
書
館
収
蔵
の
井
上
家
文
書
に

は
な
い
。
国
立
国
会
図
書
館
を
は
じ
め
、
い
く
つ
か
の
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
分
析
に
は
、
家
蔵
の
『
土
佐
日
記
読
本
』
を
用
い
た
。 

 
 【

資
料
１
】
井
上
喜
文
著
『
土
佐
日
記
読
本
』 

        

国
学
者
井
上
喜
文
の
『
土
佐
日
記
読
本
』
と
『
土
佐
日
記
考
証
』
書
入
れ
に
つ
い
て
の
一
考
察 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 

村
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井
上
喜
文
『
土
佐
日
記
読
本
』 

明
治
二
十
六
年(

一
八
九
三) 

こ
の
『
土
佐
日
記
読
本
』
の
緒
言
に
は
先
行
す
る
諸
注
釈
を
参
考
に
し
た
と
あ
る
。

井
上
家
文
書
に
は
、
参
考
に
し
た
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 【
資
料
２
】
埼
玉
県
立
文
書
館
収
蔵 

井
上
家
文
書
『
土
左
日
記
』
関
連
資
料 

   

       

 

井
上
家
文
書
二
八
六
六 

岸
本
由
豆
流
『
土
佐
日
記
考
証 

上
下
合
冊
（
版
本
）』
文
化
十
二
年(

一
八
一
五) 

 

        

井
上
家
文
書
二
八
六
七 

佐
々
木
弘
綱
『
添
註
土
佐
日
記
俚
言
解 

下
巻
（
版
本
）』
明
治
十
七
年(

一
八
八
四) 

  

井
上
家
文
書
を
扱
う
に
は
、
淑
蔭
に
関
連
す
る
も
の
か
、
そ
れ
と
も
喜
文
に
関
連

す
る
も
の
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。 

ま
ず
、
井
上
家
文
書
二
八
六
七
『
土
佐
日
記
俚
言
解
』(

以
下
『
俚
言
解
』)

に
つ

い
て
は
、
そ
の
出
版
年
か
ら
、
淑
蔭
没(

明
治
十
九
年 

一
八
八
六)

直
前
で
あ
る
た

め
、
喜
文
の
時
代
の
資
料
で
あ
る
と
わ
か
る
。 

井
上
家
文
書
二
八
六
六
の
『
土
佐
日
記
考
証
』(

以
下
『
考
証
』)

は
、
多
く
の
書

入
れ
や
付
箋
、
ペ
ー
ジ
の
と
じ
込
み
な
ど
が
見
ら
れ
る
資
料
で
あ
り
、
一
般
に
流
通

し
て
い
る
『
考
証
』
と
は
異
な
る
性
質
を
持
っ
て
い
る
。
な
お
『
俚
言
解
』
に
は
、

書
入
れ
は
ほ
ぼ
無
い
。 
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『
考
証
』
の
使
用
者
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
次
の
資
料
が
注
目
さ
れ
る
。 

 【
資
料
３―

１
】
井
上
家
文
書
二
八
六
六
『
土
佐
日
記
考
証
』
綴
じ
込
み
一 

 

         

こ
れ
は
、
一
二
丁
裏
と
一
三
丁
表
の
間
に
二
丁
分
存
在
す
る
綴
じ
込
み
資
料
で
あ

る
。「
館
」
に
つ
い
て
、『
玉
篇
』『
和
名
抄
』『
和
訓
栞
』
等
を
引
い
て
言
語
の
注
釈

を
し
て
い
る
。
そ
れ
に
続
く
、
文
中
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。 

先
師
清
水
濱
臣
庚
子
日
記
ノ
「
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
身
モ
ヒ
タ
ヽ
ケ
ス
旅
ヤ
カ
タ
耻
カ

シ
ト
思
フ
人
シ
無
ケ
レ
バ
」
ト
云
哥
ノ
首
書
ニ
「
旅
ヤ
カ
タ
ハ
即
旅
宿
也
ヤ
カ

タ
ト
云
詞
ハ
フ
ル
ク
ハ
必
舟
ノ
詞
ノ
ミ
ナ
ル
ヲ
後
ニ
ハ
転
ジ
テ
タ
ヾ
ノ
家
居

ヲ
モ
イ
ヘ
ル
也
月
詣
集
ニ
旅
宿
時
雨
ヲ
民
部
卿
成
範
「
霜
カ
レ
ノ
草
引
結
ブ
旅

ヤ
カ
タ
時
雨
モ
ル
夜
ハ
フ
シ
ゾ
ワ
ツ
ラ
フ
」
此
外
ニ
モ
玉
葉
ニ
慈
鎮
夫
木
ニ
季

卿
懐
綱
ナ
ド
ノ
歌
ミ
ナ…

 

注
目
し
た
い
の
は
、
清
水
濱
臣
を
「
先
師
」
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
先

師
」
は
「
亡
く
な
っ
た
師
匠
」
の
こ
と
を
指
す
。 

喜
文
の
師
は
、
父
井
上
淑
蔭
で
あ
る
。『
淑
蔭
年
譜
』
（5）
に
は
、「
文
政
三
年 

庚

辰 

一
七 

江
戸
に
出
で
清
水
濱
臣
の
門
に
入
る
」
と
あ
り
、
父
淑
蔭
は
文
政
三
年

(

一
八
二
〇)

に
清
水
濱
臣
に
入
門
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

た
だ
、『
井
上
家
文
書
目
録
』
（6）
な
ど
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
実
際
は

文
政
七
年(

一
八
二
四)

に
濱
臣
は
亡
く
な
り
、
そ
の
後
濱
臣
の
養
嗣
子
清
水
光
房
に

指
導
を
受
け
た
事
が
多
い
よ
う
だ
。 

ま
た
、『
読
史
総
覧
』
（7）
で
は
、
村
田
春
海
門
下
と
し
て
、
濱
臣
と
同
門
で
あ
っ

た
岸
本
由
豆
流
の
弟
子
井
上
文
雄
の
弟
子
と
し
て
淑
蔭
が
記
さ
れ
て
い
る
。
資
料
の

う
え
で
も
、
四
〇
年
間
に
わ
た
る
親
交
や
、
淑
蔭
の
著
書
へ
の
序
文
等
の
関
わ
り
か

ら
井
上
文
雄
の
門
下
に
入
っ
た
と
さ
れ
る
（8）
。 

淑
蔭
は
複
数
の
師
匠
を
持
つ
が
、
早
く
に
亡
く
な
っ
た
濱
臣
を
【
資
料
３―

１
】

で
「
先
師
」
と
表
現
す
る
こ
と
は
頷
け
る
。
ま
た
、
淑
蔭
自
筆
と
呼
ば
れ
る
資
料
と

筆
跡
も
近
く
（9）
、
こ
の
綴
じ
込
み
の
内
容
は
淑
蔭
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。 

 【
資
料
３―

２
】
井
上
家
文
書
二
八
六
六
『
土
佐
日
記
考
証
』
綴
じ
込
み
二 
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ま
た
【
資
料
３―

２
】
に
あ
げ
る
よ
う
に
、
こ
の
綴
じ
込
み
の
記
述
に
対
し
て
も

２
か
所
書
入
れ
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
容
は
、
上
の
画
像
が
朱
書
き
で
綴
じ
込
み

の
記
述
の
概
要
が
頭
出
し
さ
れ
て
お
り
、
下
の
画
像
は
書
き
き
れ
な
か
っ
た
用
例
を

追
加
し
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。
こ
れ
ら
の
書
き
込
み
も
、
淑
蔭
の
筆
跡
に
近
い
。 

 【
資
料
３―

３
】『
考
証
』
書
入
れ
と
喜
文
の
筆
跡 

 
 

 

         

【
資
料
３―

３
】
は
上
の
画
像
が
『
考
証
』(

上
三
一
丁
裏)

の
書
入
れ
で
あ
る
。

下
の
画
像
が
、
井
上
喜
文
著
『
方
丈
記
捷
解
』
の
校
正(

井
上
家
文
書
二
五
九
四)

で

喜
文
の
筆
跡
が
わ
か
る
。
比
べ
る
と
、「
云
」
や
「
の
」
の
丸
い
書
き
方
が
似
通
い
、

【
資
料
３―

２
】
と
は
異
な
る
。 

こ
れ
ら
の
内
容
や
筆
跡
か
ら
、『
考
証
』
は
、
親
子
二
代
に
わ
た
っ
て
書
入
れ
が

行
わ
れ
た
資
料
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

次
に
、
今
確
認
し
た
二
点
の
注
釈
書
と
喜
文
著
『
土
佐
日
記
読
本
』
の
関
係
も
確

認
し
て
お
き
た
い
。
『
土
佐
日
記
読
本
』
の
緒
言
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。 

【
資
料
４
】
井
上
喜
文
著
『
土
佐
日
記
読
本
』
緒
言 

緒 

言 

此
日
記
の
文
諸
本
大
に
同
じ
く
し
て
、
少
し
く
異
な
る
所
既
に
先
達
の
諸
註
に

て
一
渉
り
解
し
難
き
遺
憾
も
な
き
が
如
く
な
れ
ど
、
猶
い
か
に
ぞ
や
覚
ゆ
る
と

こ
ろ
無
き
に
し
も
あ
ら
ぬ
を
考
へ
見
ん
、
と
て
こ
の
考
異
は
思
ひ
起
し
つ
る
な

り
。
さ
て
元
文
は
定
家
卿
奥
書
し
給
へ
る
を
刊
行
し
た
る
流
布
本
に
拠
り
、
か

た
は
ら
参
考
せ
る
書
目
は
抄
本

北
村
季

吟

著

、
附
註

人
見

卜
幽

、
考
証

岸
本
由

豆

流

、
校
註

加
藤

礒
足

、
創
見

香
川

景
樹

、

直
路
と
挙
た
る
は
船
の
直
路

橘
守

部

、
俚
言
解
は
添
註
俚
言
解

佐
々
木

弘

綱

、
参
考
は
参
考

標
註

鈴
木

弘
恭

、
拾
葉
は
扶
桑
拾
葉
本
、
類
従
は
群
書
類
従
本
、
妙
寿
院
本
は
抄
に
あ

け
た
る
校
を
と
る
、
為
家
卿
本
は
考
証
に
引
た
る
を
其
他
な
を
あ
れ
ど
さ
の
み

は
と
ら
ず
。
異
同
取
捨
し
た
る
故
よ
し
は
其
所
々
余
り
こ
と
繁
く
な
ら
ん
を
思

ひ
て
大
方
は
省
き
て
至
要
の
所
の
み
を
頭
か
き
せ
り
。
ま
た
書
肆
の
乞
ふ
ま
ま

に
、
い
さ
さ
か
語
解
を
も
く
は
へ
つ
。 

 
 
 

 
 

 
 

著
者
し
る
す 

(

※
傍
線
筆
者)  

こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
喜
文
は
『
考
証
』
と
『
俚
言
解
』
と
そ
の
他
の

先
行
す
る
注
釈
書
と
を
見
比
べ
て
『
土
佐
日
記
読
本
』
を
著
し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
事
実
を
並
べ
る
と
、『
考
証
』
の
書
入
れ
は
、『
土
佐
日
記
読
本
』
著

述
以
前
の
喜
文
が
、『
土
左
日
記
』
に
対
す
る
考
え
方
を
記
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ

る
。 『

考
証
』
書
入
れ
と
『
土
佐
日
記
読
本
』
と
の
関
係
性
を
さ
ぐ
る
こ
と
で
、
著
作

執
筆
過
程
の
喜
文
の
考
え
に
迫
り
、
ま
た
『
考
証
』
の
史
料
的
価
値
を
確
か
め
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
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２ 

喜
文
が
参
照
し
た
『
土
佐
日
記
』
注
釈
書 

 
喜
文
の
注
釈
活
動
を
分
析
す
る
た
め
、
『
土
左
日
記
』
注
釈
書
の
流
れ
を
確
認
し

た
い
。
次
に
『
土
佐
日
記
読
本
』
の
緒
言
に
挙
げ
ら
れ
た
注
釈
書
を
列
記
す
る
。 

 【
資
料
５
】『
土
左
日
記
』
の
注
釈
書
の
流
れ 

１ 

北
村
季
吟
『
土
佐
日
記
抄
』
寛
文
元
年(

一
六
六
一) 

２ 

人
見
卜
幽
軒
『
土
佐
日
記
附
註
』
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
） 

３ 

岸
本
由
豆
流
『
土
佐
日
記
考
証
』
文
化
十
二
年(

一
八
一
五) 

４ 

加
藤
磯
足
『
校
註
土
佐
日
記
』
文
政
元
年(

一
八
一
八)

 

５ 

香
川
景
樹
『
土
左
日
記
創
見
』
文
政
六
年
（
一
八
二
三
） 

６ 

橘
守
部
『
土
佐
日
記
舟
の
直
路
』
天
保
十
三
年(

一
八
四
二) 

７ 

佐
々
木
弘
綱
『
添
註
土
佐
日
記
俚
言
解
』
明
治
十
七
年(

一
八
八
四) 

８ 

鈴
木
弘
恭
『
参
考
標
註
土
佐
日
記
読
本
』
明
治
十
八
年(

一
八
八
五) 

 明
治
二
十
六
年(

一
八
九
三)

に
出
版
さ
れ
た
『
土
佐
日
記
読
本
』
が
参
照
し
て
い

る
注
釈
書
は
、
寛
文
元
年(

一
六
六
一)

の
北
村
季
吟
の
『
土
佐
日
記
抄
』
か
ら
、
明

治
十
八
年(

一
八
八
五)

の
鈴
木
弘
恭
『
参
考
標
註
土
佐
日
記
読
本
』
ま
で
、
長
期
間

に
わ
た
り
、
広
く
先
行
の
説
を
集
め
て
精
選
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
う
か
が
わ
れ
る
。 

そ
の
中
に
は
、『
土
佐
日
記
舟
の
直
路
』
は
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
反
論
し

て
地
理
的
な
研
究
を
深
め
た
鹿
持
雅
澄
『
土
佐
日
記
地
理
弁
』
（
文
久
三
年 

一
八

六
三
）
な
ど
の
地
理
的
な
解
説
に
特
化
し
た
注
釈
書
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
和
歌
に

秀
で
た
貫
之
の
作
品
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
歌
学
に
秀
で
た
著
者
の
注
釈
書
が
多
い
。 

佐
々
木
弘
綱
の
『
俚
言
解
』
や
鈴
木
弘
恭
の
『
標
註
』
か
ら
、『
土
佐
日
記
読
本
』

の
出
版
ま
で
は
一
〇
年
程
度
し
か
離
れ
て
い
な
い
。
喜
文
が
執
筆
し
た
時
期
は
、『
土

左
日
記
』
の
研
究
が
活
発
な
時
期
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

喜
文
の
著
書
は
、
『
読
本
』
と
い
う
表
題
を
冠
し
て
い
る
よ
う
に
一
般
読
者
や
教

科
書
の
よ
う
な
使
用
を
目
的
と
し
た
書
籍
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。「
緒
言
」

に
も
「
異
同
取
捨
し
た
る
故
よ
し
は
其
所
々
余
り
こ
と
繁
く
な
ら
ん
を
思
ひ
て
大
方

は
省
き
て
至
要
の
所
の
み
を
頭
か
き
せ
り
。
」
と
あ
る
。 

続
い
て
「
ま
た
書
肆
の
乞
ふ
ま
ま
に
、
い
さ
さ
か
語
解
を
も
く
は
へ
つ
。」
と
書

か
れ
て
お
り
、
書
肆
の
依
頼
で
自
身
の
語
釈
を
加
え
て
い
る
こ
と
が
断
っ
て
あ
る
。 

 

３ 

『
考
証
』
書
入
れ
と
『
土
佐
日
記
読
本
』
の
比
較 

１
概
要
と
傾
向 

  
 【

資
料
６
】『
考
証
』
書
入
れ
の
様
子 

           

井
上
家
文
書
二
八
六
六
『
土
佐
日
記
考
証
』
上 

一
一
丁
裏
～
一
二
丁 
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『
土
佐
日
記
読
本
』
作
成
時
に
参
照
さ
れ
、
井
上
家
文
書
収
蔵
資
料
の
中
で
書
入

れ
や
付
箋
、
頁
の
挿
入
が
見
ら
れ
る
『
考
証
』
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。 

 

『
考
証
』
に
あ
る
書
入
れ
等
は
、
文
字
が
あ
る
も
の
だ
け
で
も
約
七
〇
箇
所
（10）
あ

る
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
概
観
し
て
わ
か
る
情
報
を
説
明
し
、
そ
の
あ
と
特
徴
的
な
例

を
い
く
つ
か
挙
げ
て
そ
の
傾
向
を
考
察
す
る
。 

 

『
土
佐
日
記
考
証
』
そ
の
も
の
の
つ
く
り
は
、
頭
註
と
傍
註
、
本
文
の
後
の
注
釈

に
分
か
れ
る
。
こ
こ
に
さ
ら
に
、
書
入
れ
な
ど
が
加
わ
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
注
記

の
種
類
に
つ
い
て
傾
向
が
み
ら
れ
る
の
で
確
認
を
し
た
い
。 

 

【
資
料
７
】『
土
佐
日
記
考
証
』
注
記
の
種
類 

１
、
朱
墨
注
記
貼
り
つ
け 

一
例
の
み
。
上
巻
一
一
丁
裏
右
上
に
存
在
。「
季
吟
抄
本(

定
家
卿
自
筆
本

同) 

寛
永
本 

土
佐
日
記
抄(

季
吟 

定
家
卿
自
筆
本
ニ
オ
ナ
シ) 

為

家
卿
本 

拾
葉
集 

群
書
類
従 

附
註 

妙
寿
院
本 

烏
丸 

イ
本 

三
本
」
と
あ
り
。 

作
品
本
文
が
始
ま
る
直
前
に
位
置
し
て
い
る
。
２
の
朱
墨
注
記
と
一
部
対

応
し
て
い
る
。
対
校
本
文
の
底
本
の
出
典
を
メ
モ
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

２
、
朱
墨
注
記 

本
文
や
、
頭
書
注
記
、
本
文
末
註
に
対
し
て
朱
墨
で
書
入
れ
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
『
考
証
』
が
掠
れ
て
い
る
箇
所
を
補
っ
た
り
も
し
て
い
る
。
最

も
多
い
書
入
れ
方
法
。
淑
蔭
と
思
わ
れ
る
筆
跡
と
喜
文
と
思
わ
れ
る
筆
跡

が
混
在
し
て
い
る
。 

３
、
朱
墨
頭
書
注
記 

２
の
朱
墨
注
記
の
中
で
も
天
側
の
余
白
に
書
き
込

ま
れ
た
注
記
。「
校
註
云
」
で
は
じ
ま
り
、
校
註
が

個
別
に
場
所
を
決
め
て
、
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

喜
文
と
思
わ
れ
る
筆
跡
で
あ
る
。 

  

４
、
黒
墨
頭
書
注
記 

一
単
語
の
み
を
天
に
近
い
余
白
に
書
入
れ
て
あ
る
。
『
考
証
』
の
本
文
末

注
釈
の
箇
所
に
つ
い
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
本
文
末
注
釈
の
頭
出
し
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
二
丁
表
の
画
像
左
上
に
は
「
女
手
」
と
あ
る
。
喜

文
と
思
わ
れ
る
筆
跡
で
あ
る
。 

５
、
地
側
黒
墨
付
箋 

五
例
。
付
箋
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
「
舘
」「
県
」「
諱
」「
逆
語
」「
ユ

カ
ズ
」
で
あ
る
。
喜
文
と
思
わ
れ
る
筆
跡
で
あ
る
。 

  

 

（
上 

一
六
丁
表
） 

６
、
黒
墨
書
入
れ
紙
、
綴
じ
こ
み 

一
例
の
み
。
一
二
丁
裏
と
一
三
丁
表
の
間
に
存
在
。
二
丁
。
両
面
に
各
九

行
、
記
述
あ
り
。
内
容
は
「
舘
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
。
九
行
の
記
述

に
対
す
る
黒
墨
書
入
れ
も
あ
り
、
ど
こ
と
な
く
辞
書
類
の
頁
を
抜
き
取
っ

て
こ
こ
に
挟
ん
で
綴
じ
こ
ん
だ
雰
囲
気
も
あ
る
。
挿
入
位
置
と
し
て
は
、

『
土
左
日
記
』
冒
頭
に
国
司
と
し
て
の
任
期
が
果
て
て
、
任
地
で
住
ん
で

(

下 

五
丁
裏) 
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い
た
「
館
よ
り
出
で
て
」
と
い
う
場
面
に
綴
じ
こ
ん
で
あ
り
、
意
図
的
に

こ
の
位
置
に
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
。【
資
料
３
】
と
し
て
前
述
。 

７
、
黒
墨
大
型
貼
り
つ
け 

 
一
例
の
み
。
上
巻
一
〇
丁
裏
に
あ
る
。
貫
之
の
経
歴
に
つ
い
て
記
述
が
貼

り
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
淑
蔭
と
思
わ
れ
る
筆
跡
で
あ
る
。 

８
、
薄
墨
傍
記 

２
朱
墨
注
記
が
異
文
や
異
説
の
書
入
れ
が
多
い
の
に
対
し
て
、
薄
墨
傍
記

は
考
え
の
よ
う
な
記
述
が
多
い
。
例
は
少
な
い
。
淑
蔭
と
思
わ
れ
る
筆
跡

で
あ
る
。 

   

(

上 

三
一
丁
表) 

９
、
ピ
ン
ク
紙
青
紙
片
貼
り
つ
け 

資
料
全
体
に
存
在
。
本
文
や
注
記
に
重
な
る
こ
と
な
く
近
辺
に
貼
り
つ
け

て
あ
る
。
言
葉
の
橫
に
貼
っ
て
あ
る
為
、
何
ら
か
の
意
味
を
持
つ
も
の
と

思
わ
れ
る
。
『
考
証
』
で
は
、
後
半
に
か
け
て
外
の
書
入
れ
が
少
な
く
な

り
、
貼
り
つ
け
が
増
え
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。 

こ
の
貼
り
つ
け
は
、『
考
証
』
以
外
に
も
、
井
上
家
文
書
の
他
の
注
釈
書

類
に
も
確
認
さ
れ
る
。 

 
 

(

下 

五
丁
裏) 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
(

下 

九
丁
表) 

10
、
朱
墨
傍
線 

 
 

明
ら
か
に
性
質
が
異
な
り
、
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
の
は
こ
の
一
〇
例
か
と
思

わ
れ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
３
の
朱
墨
頭
書
注
記
で
、
『
土
佐
日
記
校
註
』

の
書
入
れ
を
別
記
し
て
お
り
、
同
書
か
ら
の
書
入
れ
が
多
い
事
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
９
の
紙
片
貼
り
つ
け
に
つ
い
て
は
、
当
資
料
の
み
の
問
題
で
は
な
く
井
上

家
文
書
の
他
の
注
釈
書
類
に
も
同
様
の
貼
り
つ
け
が
あ
り
、
喜
文
の
辞
書
類
の
著
作

な
ど
の
用
例
調
査
の
跡
か
と
も
想
像
さ
れ
る
が
、
ま
だ
調
査
が
必
要
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
『
考
証
』
の
書
入
れ
に
対
し
て
、『
土
佐
日
記
読
本
』
の
注
釈
は
、

割
注
と
頭
注
が
存
在
す
る
。
約
三
三
四
箇
所
に
つ
い
て
い
る
。
「
緒
言
」
に
も
書
か

れ
て
い
た
よ
う
に
、
先
行
す
る
注
釈
の
肝
要
な
部
分
を
取
捨
選
択
、
参
照
し
て
注
釈

さ
れ
て
い
る
事
に
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、
最
も
多
く
参
照
・
採
用
さ
れ
て
い
る

注
は
、『
土
佐
日
記
考
証
』
で
あ
る
。
調
査
方
法
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

【
資
料
８
】
井
上
喜
文
著
『
土
佐
日
記
読
本
』
の
注
釈 

一
丁
表 
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「(

本
文)

を
と
こ
の
す
な
る(

一
丁
表)

」 

「(

頭
注)

を
と
こ
の
す
な
る
抄
創
見
参
考
俚
言
解
等
を
と
こ
も
す
と
い
ふ

と
あ
り
校
註
考
証
は
男
も
す
な
る
ま
た
考
証
註
に
を
と
こ
の
す
な
る
と
あ

る
か
た
や
ま
さ
り
た
ら
ん
と
あ
り
直
路
は
男
も
じ
し
て
す
と
い
ふ
云
々
女

も
し
し
て
と
文
字
を
補
ひ
た
り
」 

「(

傍
注)

原
本
を
と
こ
も
す
と
い
ふ
と
あ
り
考
証
に
あ
け
た
る
一
本
を
と

こ
の
と
あ
る
に
よ
る(
一
丁
表)

」 
 

 

【
資
料
８
】
を
み
る
と
、
頭
注
で
は
、
本
文
決
定
の
た
め
に
諸
註
を
比
較
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
『
土
佐
日
記
読
本
』
の
本
文
に
採
用
さ
れ
た
「
男
も
す
な
る
」
を
上

げ
て
い
る
の
は
『
校
註
』
と
『
考
証
』
で
あ
る
。
ま
た
傍
注
で
も
「
考
証
に
あ
け
た

る
一
本 

を
と
こ
と
あ
る
に
よ
る
」
と
あ
り
『
考
証
』
を
肯
定
し
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
場
合
に
『
土
佐
日
記
読
本
』
が
『
校
註
』
と
『
考
証
』
を
そ
れ
ぞ
れ

一
回
参
照
・
採
用
し
た
と
し
て
、
一
票
と
カ
ウ
ン
ト
し
全
三
三
四
箇
所
を
調
査
し
た
。

ま
た
、「
諸
注
」
な
ど
の
表
記
は
カ
ウ
ン
ト
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
注
釈
書
の
名
前

が
あ
が
ら
な
い
注
釈
は
喜
文
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
た
。 

 

【
資
料
９
】
井
上
喜
文
著
『
土
佐
日
記
読
本
』
が
参
照
・
採
用
し
て
い
る
注
釈 

１ 

北
村
季
吟
『
土
佐
日
記
抄
』 

 
 

 
 
 

三 

２ 

人
見
卜
幽
軒
『
土
佐
日
記
附
註
』 

 

一
六 

３ 

岸
本
由
豆
流
『
土
佐
日
記
考
証
』 

 

八
八 

４ 

加
藤
磯
足
『
校
註
土
佐
日
記
』 

 

三
三 

５ 

香
川
景
樹
『
土
左
日
記
創
見
』 

 

九 

６ 

橘
守
部
『
土
佐
日
記
舟
の
直
路
』 

 

七 

７ 

佐
々
木
弘
綱
『
添
註
土
佐
日
記
俚
言
解
』 

一
〇 

８ 

鈴
木
弘
恭
『
参
考
標
註
土
佐
日
記
読
本
』 

三 

９ 

喜
文
注 

 
 

 
 

 
 
 

一
八
三 

 

 

『
土
佐
日
記
読
本
』
で
参
照
・
採
用
さ
れ
て
い
る
注
釈
の
傾
向
は
以
上
の
通
り
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
注
釈
の
受
け
取
り
方
な
ど
、
カ
ウ
ン
ト
に
多
少
の
ブ
レ
は
あ
る
こ

と
だ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
こ
で
確
認
し
た
い
の
は
、
圧
倒
的
に
『
考
証
』
を
参
照
・
採

用
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
事
だ
。 

喜
文
の
学
問
の
傾
向
を
こ
こ
に
見
た
い
。
『
土
佐
日
記
考
証
』
は
岸
本
由
豆
流
の

著
書
で
あ
り
、
前
述
の
と
お
り
師
匠
筋
の
注
釈
書
で
あ
る
。 

 【
資
料
10
】
井
上
喜
文
に
い
た
る
国
学
者
師
弟
図 

清
水
濱
臣―

井
上
淑
蔭―

井
上
喜
文 

岸
本
由
豆
流―

井
上
文
雄―

井
上
淑
蔭―

井
上
喜
文 

 こ
こ
で
確
認
し
た
『
土
佐
日
記
読
本
』
の
注
釈
で
の
『
考
証
』
参
照
・
採
用
数
は
、

書
入
れ
が
多
い
『
考
証
』
と
『
土
佐
日
記
読
本
』
と
の
結
び
つ
き
を
示
唆
し
て
い
る
。 

ま
た
、
次
点
で
『
校
註
土
佐
日
記
』
の
参
照
・
採
用
数
が
多
い
の
も
『
考
証
』
に

朱
墨
頭
書
注
記
「
校
註
云
」
と
い
う
記
述
が
多
い
こ
と
と
符
号
す
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
点
で
も
、『
土
佐
日
記
読
本
』
と
『
考
証
』
は
強
い
結
び
つ
き
を
示
し
て
い
る
。 

 ４ 

『
考
証
』
書
入
れ
と
『
土
佐
日
記
読
本
』
の
比
較 

２
具
体
例 

 
こ
の
節
で
は
、『
考
証
』
の
書
入
れ
は
、『
土
佐
日
記
読
本
』
に
ど
の
よ
う
に
反
映

さ
れ
て
い
る
か
を
い
く
つ
か
の
例
を
挙
げ
て
確
認
す
る
。 

ま
た
、
師
匠
筋
の
『
考
証
』
の
参
照
・
採
用
が
多
い
こ
と
は
前
節
に
お
い
て
述
べ
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た
が
、『
考
証
』
や
先
行
注
釈
の
説
を
そ
の
ま
ま
採
用
す
る
だ
け
の
注
釈
者
で
は
な

か
っ
た
こ
と
は
強
調
し
て
お
き
た
い
。 

 

確
認
す
る
場
面
は
『
土
左
日
記
』
正
月
七
日
の
記
事
で
あ
る
。
国
司
の
任
を
終
え

て
都
へ
帰
る
一
行
の
舟
は
、
正
月
二
日
か
ら
一
向
に
進
ま
ず
、
大
湊
に
泊
っ
て
い
る
。

も
し
も
都
に
つ
い
て
い
れ
ば
白
馬
の
節
会
な
ど
華
々
し
い
行
事
が
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
が
、
せ
っ
か
く
七
日
を
迎
え
た
の
に
こ
の
港
か
ら
動
け
な
い
人
々
が
描
か
れ
て
い

る
。 

 

そ
の
中
で
、
あ
る
人
が
「
ゆ
く
さ
き
に
た
つ
し
ら
な
み
の
こ
ゑ
よ
り
も
お
く
え
れ

て
な
か
む
わ
れ
や
ま
さ
ら
む
」
と
歌
を
詠
む
。
大
声
で
こ
れ
が
詠
ま
れ
た
が
誰
一
人

と
し
て
返
歌
を
し
な
い
。
そ
こ
へ
「
或
人
の
子
の
童
」
が
ひ
っ
そ
り
と
返
歌
を
し
よ

う
と
す
る
。
だ
が
、
返
歌
が
遅
く
て
「
ゆ
く
さ
き
に
」
と
詠
ん
だ
歌
主
は
帰
っ
て
し

ま
っ
た
。
機
を
逸
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
こ
の
童
は
恥
じ
て
歌
を
出
さ
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
を
無
理
や
り
き
き
だ
し
た
歌
が
「
ゆ
く
ひ
と
も
と
も
あ
る
も
そ
で
の
な
み
だ
が

は
み
ぎ
は
の
み
こ
そ
ぬ
れ
ま
さ
り
け
れ
」
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
返
歌
に
た
い
す
る
反
応
は
「
か
く
は
い
ふ
も
の
か
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
反
応
に
つ
い
て
注
釈
が
つ
い
て
い
る
。 

 

【
資
料
11
】
「
か
く
は
い
ふ
も
の
か
」
に
対
す
る
注
釈 

継
承
方
法 

・『
考
証
』「
か
く
は
い
ふ
も
の
か
云
々 

聞
書
云
か
や
う
に
も
よ
く
よ
み
た
る

物
か
な
と
ほ
む
る
こ
と
ば
な
り
」 

・
『
考
証
』
朱
墨
書
入
れ 

「
驚
ク
詞
」 

・『
読
本
』「
も
の
か
は
驚
き
思
ふ
詞
な
り
故
に
か
な
の
詞
を
云
き
ら
ぬ
は
お
の

つ
か
ら
の
語
勢
也(

七
丁
表)

」 

 
 

 

『
考
証
』
は
『
聞
書
』
を
引
用
し
、
「
ほ
め
る
」
表
現
だ
と
す
る
。
そ
れ
に
対
し

て
、『
考
証
』
へ
の
朱
墨
書
入
れ
で
は
、「
驚
ク
詞
」
と
し
て
「
お
ど
ろ
く
」
だ
け
で

解
釈
を
止
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
『
読
本
』
に
至
っ
て
も
「
驚
き
思
ふ
詞
な
り
」
と

『
考
証
』
が
挙
げ
る
説
を
訂
正
し
て
、
書
入
れ
は
自
説
を
の
べ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
「
故
に
」
と
そ
の
根
拠
を
挙
げ
「
も
の
か
」
の
「
か
」
は
、
感
嘆
の
「
か

な
」
の
言
い
か
け
で
そ
の
語
勢
こ
そ
が
「
驚
ク
詞
」
な
の
だ
と
説
い
て
い
る
。 

 

こ
こ
か
ら
は
、『
考
証
』
の
書
入
れ
、
そ
し
て
喜
文
の
『
土
佐
日
記
読
本
』
は
『
考

証
』
の
説
を
無
批
判
に
継
承
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
身
の
見
解
で
注
釈
を
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
、
語
法
的
な
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
次
に
、

複
数
回
注
釈
さ
れ
て
い
る
「
逆
語
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。「
逆
語
」
へ
の
書

入
れ
は
淑
蔭
ら
し
き
筆
跡
も
、
喜
文
ら
し
き
筆
跡
も
ど
ち
ら
も
存
在
す
る
。 

 

『
考
証
』
書
入
れ
で
は
三
か
所
「
逆
語
」
と
い
う
用
語
で
解
説
さ
れ
て
い
る
項
目

が
あ
る
。
十
二
月
二
十
五
日
条
、
二
十
六
日
条
、
一
月
七
日
条
に
見
ら
れ
る
。 

 

ま
ず
一
つ
目
の
十
二
月
二
十
五
日
条
は
、
新
し
い
土
佐
守
の
館
か
ら
宴
会
の
使
者

が
来
た
時
の
表
現
「
呼
び
に
文
も
て
来
た
な
り
」
と
あ
る
。
こ
れ
を
喜
文
は
「
逆
語

ノ
格
」
と
注
し
て
い
る
。 

 

【
資
料
12
】
「
よ
び
に
ふ
み
も
て
き
た
れ
り
」
の
注
釈 

逆
語 

・
『
考
証
』
本
文 

 

「
よ
び
に
ふ
み
も
て
き
た
れ
り
」 

・
『
考
証
』
朱
墨
書
入
れ  

 
 
 

「
逆
語
ノ
格
」 

・
『
考
証
』
付
箋 

 

「
逆
語] 

 
 
 

(

上 

一
六
丁
表) 

 二
つ
目
の
十
二
月
二
十
六
日
条
で
は
、
ま
だ
新
任
の
土
佐
の
守
の
館
で
饗
宴
が
あ

り
、
そ
れ
に
奉
仕
し
た
者
た
ち
に
禄
を
与
え
る
表
現
、『
考
証
』
の
本
文
「
を
の
こ
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あ
ま
た
に
」
に
対
し
て
「
逆
語
」
と
朱
書
き
て
注
し
て
い
る(

上 

一
六
丁
裏)

。 

な
お
、
こ
の
箇
所
の
本
文
は
「
郎
等
ま
で
に
」
と
い
う
異
同
が
存
在
す
る
。
『
土

佐
日
記
読
本
』
に
至
っ
て
は
こ
の
異
同
を
採
用
し
「
を
の
こ
ら
ま
で
に
」(

二
丁
裏)

と
な
っ
て
お
り
「
逆
語
」
な
ど
の
注
は
な
い
。 

三
つ
目
の
、
一
月
七
日
条
は
先
に
も
取
り
上
げ
た
場
面
で
あ
る
。
七
日
に
行
わ
れ

る
白
馬
の
節
会
を
祝
う
事
が
で
き
ず
に
残
念
が
る
一
行
の
も
と
に
、
鮒
な
ど
の
川
や

海
の
産
物
が
献
上
さ
れ
る
。
献
上
元
の
表
現
「
人
の
家
の
い
け
と
名
あ
る
所
よ
り
」

に
「
逆
語
」
と
い
う
注
が
つ
い
て
い
る
。 

 【
資
料
13
】
「
人
の
家
の
い
け
と
名
あ
る
所
よ
り
」
の
注
釈 

逆
語 

・
『
考
証
』
本
文
「
人
の
家
の
い
け
と
名
あ
る
所
よ
り
」 

・
『
考
証
』
注
釈
「
人
の
家
の
い
け
と
名
あ
る
所
よ
り
云
々 

い
け
は
土
佐
国

の
地
名
な
る
べ
し 

い
け
と
い
ふ
所
の
人
の
家
よ
り
と
心
得
べ
し 

人
の
家
の
云
々
と
あ
る
を
異
本
に
人
の
野
の
み
と
あ
る
か
た
や
よ

ろ
し
か
ら
ん 

さ
て
そ
の
意
は
い
け
と
い
ふ
名
あ
る
所
な
れ
ど
も 

池
に
あ
る
鯉
は
な
く
て
川
の
物
海
の
物
な
ど
お
こ
せ
り
と
禮
の
た

は
ふ
れ
か
け
る
な
り
」 

・
『
考
証
』
朱
墨
書
入
れ
「
逆
語
」 

 
 
 

 
 

 
 

 
(

上 

二
五
丁
裏) 

・『
読
本
』
本
文
「
ひ
と
の
家
の
。
い
け
と
名
あ
る
と
こ
ろ
よ
り
。」(

六
丁
表) 

 

三
例
を
通
じ
て
み
る
と
語
順
に
注
目
し
た
注
釈
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
、

三
例
目
の
「
人
の
家
の
い
け
と
名
あ
る
所
」
の
「
の
」
は
同
格
の
助
詞
で
、
「
人
の

家
で
、
池
と
名
の
あ
る
所
か
ら
」
と
解
釈
さ
れ
る
。
語
順
を
整
理
す
る
と
「
池
と
名

の
あ
る
人
の
家
か
ら
」
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
じ
よ
う
に
、
二
つ
目
の
例
で
は
、

「
を
の
こ
で
あ
っ
て
大
勢
い
る
人
々
に
」
で
は
な
く
「
大
勢
い
る
を
の
こ
に
」
と
し
、

一
例
目
で
は
「
呼
ぶ
の
に
文
を
も
っ
て
き
た
」
で
は
な
く
「
文
を
も
っ
て
呼
び
に
来

た
」
と
語
順
を
逆
さ
に
し
て
理
解
せ
よ
と
い
う
注
釈
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

こ
の
「
逆
語
」
と
い
う
用
語
は
『
土
佐
日
記
読
本
』
で
は
見
ら
れ
な
い
。 

「
逆
語
」
と
い
う
術
語
を
使
っ
て
書
入
れ
さ
れ
る
箇
所
が
多
い
こ
と
は
、
喜
文
が

辞
書
な
ど
の
著
作
を
持
つ
語
法
に
強
い
注
釈
者
で
あ
る
と
い
側
面
が
出
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、『
土
佐
日
記
読
本
』
に
そ
の
書
入
れ
が
生
か
さ
れ
な

い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
土
佐
日
記
読
本
』
と
い
う
初
学
者
む
け
の
性
格
が
こ
こ
に

表
れ
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
喜
文
は
、
読
者
を
想
定
し
て
注
釈
の
密
度
を
調

整
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

続
い
て
も
、
語
法
関
連
の
例
を
確
認
し
た
い
。
正
月
七
日
の
場
面
で
、
童
に
待
た

さ
れ
た
歌
主
が
ま
だ
帰
ら
な
い
も
の
の
座
を
立
っ
た
際
に
用
い
ら
れ
た
表
現
「
『
ま

だ
罷
ら
ず
』
と
い
ひ
て
立
ち
ぬ
」
に
次
の
よ
う
な
注
釈
が
つ
い
て
い
る
。 

 【
資
料
14
】
「
ま
か
ら
ず
」
に
つ
い
て
の
注 

語
法
的 

・『
考
証
』「
ま
た
ま
か
ら
ず
と
い
ひ
て
云
々 

こ
は
標
柱
に
あ
げ
た
る
聞
書
の

説
の
如
く 

ま
た
ま
か
ら
ん
ず 

と
い
ふ
意
な
り 

今
も
か
た
田

舎
の
方
言
に 

ゆ
く
る 

を 

ゆ
う
ず 

と
い
ひ 

く
ふ
る 

を 

く
は
ず 

な
ど
い
ふ
が
ご
と
し 

こ
れ
ら
も
み
な 

ゆ
か
ん
ず 

く
は
ん
ず 

の
意
な
り 

外
を
ば
お
し
て
し
る
べ
し
〕(

上 

二
八

丁
裏) 

・
『
考
証
』
朱
墨
書
入
れ
「
東
海
道
駿
河
ア
タ
リ
ニ
テ
用(

ツ
カ)

フ
詞 

ナ
リ

ズ
は
不
ノ
意
ニ
ア
ラ
ズ
」 

・
『
考
証
』
朱
墨
傍
記
「 

 

」(

上 

二
八
丁
裏) 
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・『
読
本
』「
ま
か
ら
ず
は
ま
か
ら
ん
ず
と
は
ね
て
よ
む 

ま
か
る
は
退
く
事
に

て
又
他
へ
行
こ
と
を
も
い
へ
り 

こ
ヽ
は
歌
主
不
興
に
て
俗
に
ま

ゐ
り
ま
し
や
う
と
云
て
立
た
る
な
り
。
」(

六
丁
裏) 

 こ
の
箇
所
、
「
罷
ら
ず(

帰
ら
な
い)

」
と
言
い
な
が
ら
席
を
立
つ
歌
主
の
行
動
を

ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
が
難
し
い
。
そ
の
た
め
「
罷
ら
ず
」
を
「
帰
る
」
と
解
釈

で
き
な
い
か
と
考
え
た
ら
し
い
。
『
考
証
』
は
、『
聞
書
』
の
説
を
拾
い
方
言
で
は
、

通
常
「
～
る
」
で
あ
る
と
こ
ろ
を
「
～
ず
」
で
と
発
音
す
る
の
だ
と
言
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
朱
の
書
入
れ
が
そ
の
方
言
は
「
東
海
道
駿
河
ア
タ
リ
」
だ
と
断
定
し

て
お
り
、
や
は
り
「
不
ノ
意
」
否
定
の
意
味
は
な
い
と
い
っ
て
い
る
。 

こ
の
方
言
に
つ
い
て
の
書
入
れ
は
淑
蔭
の
筆
跡
ら
し
く
思
わ
れ
る
。
淑
蔭
は
、
方

言
に
つ
い
て
の
知
識
を
収
集
し
て
い
た
も
の
と
み
え
、
国
学
者
た
ち
の
交
流
の
影
響

も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

た
だ
、
こ
の
方
言
の
説
は
『
土
佐
日
記
読
本
』
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
『
考

証
』
の
別
箇
所
に
は
「
ま
か
ら
ず
」
に
朱
書
き
で
傍
記
し
「
ま
か
ら
う
ず
る
」
と
読

ま
せ
て
い
る
。
こ
の
筆
跡
は
ど
ち
ら
か
判
別
で
き
な
い
。
『
土
佐
日
記
読
本
』
で
は

こ
れ
に
近
い
注
釈
で
「
ま
か
ら
ん
ず
る
」
と
跳
ね
て
読
む
の
だ
と
い
う
。
こ
こ
に
意

志
の
助
動
詞
「
む
」
な
ど
を
発
生
さ
せ
て
否
定
の
意
味
を
回
避
し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
方
言
に
つ
い
て
の
注
釈
は
、
『
土
佐
日
記
読
本
』
に
は
採
用
せ
ず
、

語
法
的
な
解
説
の
み
を
採
用
し
て
い
る
。
初
学
者
む
け
の
『
読
本
』
と
し
て
の
喜
文

の
選
択
が
こ
こ
に
見
て
取
れ
る
。 

次
に
、『
考
証
』
書
入
れ
に
あ
る
「
校
註
云
」
の
記
述
が
そ
の
ま
ま
『
土
佐
日
記

読
本
』
の
記
述
に
反
映
さ
れ
て
い
る
例
を
あ
げ
る
。
こ
の
「
校
註
云
」
の
筆
跡
は
喜

文
だ
と
考
え
る
。 

場
面
は
、
一
月
二
十
日
条
で
、
あ
ま
り
に
都
に
到
着
し
な
い
の
で
、
か
つ
て
唐
土

に
渡
り
帰
れ
な
く
な
っ
た
安
部
仲
麻
呂
の
例
を
思
い
出
す
件
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

「
な
か
ま
ろ
の
ぬ
し
」
と
い
う
表
現
の
特
に
「
ぬ
し
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
『
考

証
』
朱
墨
書
入
れ
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

 【
資
料
15
】
「
仲
麻
呂
の
ぬ
し
」
に
つ
い
て 

校
註
云 

・
『
考
証
』
朱
墨
書
入
れ
「
校
註
云 

仲
麻
呂
の
ぬ
し 

な
に
の
う
し
と
い
ふ

の
う
の
約
ぬ
に
て 

ぬ
し
と
い
ふ
な
れ
は 

の
ぬ
し
と
い
ふ
へ
か

ら
す 

古
書
に
さ
る
こ
と
あ
る
こ
と
か
し 

然
れ
と
も
の
後
は
ぬ

し
と
ふ
詞 

一
つ
の
詞
と
な
れ
る
は
中
比
よ
り
の
文
さ
ま
に
は

こ
ゝ
の
如
く
何
の
ぬ
し
と
も
か
く
へ
け
れ
と 

古
文
に
は
書
ま
し

き
事
也
」(

下 

一
六
丁
表) 

・『
読
本
』「
な
か
ま
ろ
の
ぬ
し 

校
註
に 

な
に
の
大
人(

ウ
シ)

と
い
ふ
の
う

の
約
ぬ
に
て 

ぬ
し
と
い
ふ
な
れ
ば 

の
ぬ
し
と
は
い
ふ
へ
か
ら

ず 

古
書
に
さ
る
こ
と
な
し 

然
れ
と
も
後
は
ぬ
し
と
い
ふ
詞
一

つ
の
詞
と
な
れ
ゝ
は 

中
頃
よ
り
の
文
ざ
ま
に
は 

こ
ゝ
の
こ
と

く
何
の
ぬ
し
と
も
か
く
へ
け
れ
と 

古
文
に
は
か
く
ま
し
き
こ
と

な
り
と
あ
り(

一
四
丁
裏) 

 こ
れ
は
、『
考
証
』
の
朱
墨
書
入
れ
ほ
ぼ
同
文
が
『
読
本
』
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
、『
読
本
』
作
成
時
に
、
諸
注
釈
の
説
も
『
考
証
』
に
集
約
し
て
か
ら
『
読

本
』
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
だ
個
別
の
場
面
に
つ
い
て
は
、
考
察
を
要
す
る
が
今
回
の
調
査
で
気
づ
い
た
特

徴
は
以
上
の
点
で
あ
る
。 
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お
わ
り
に 

 
各
節
を
振
り
返
り
本
論
を
ま
と
め
る
。 

１
で
は
、
井
上
喜
文
の
『
土
左
日
記
』
関
連
資
料
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
著
作
と

し
て
『
土
佐
日
記
読
本
』
が
あ
っ
た
。
次
い
で
埼
玉
県
立
文
書
館
に
寄
託
さ
れ
た
井

上
家
文
書
に
あ
る
資
料
に
は
、『
土
佐
日
記
考
証
』(

井
上
家
文
書
二
八
六
六)

と
『
土

佐
日
記
俚
言
解
』(

井
上
家
文
書
二
八
六
七)

が
あ
っ
た
。『
土
佐
日
記
俚
言
解
』(

井

上
家
文
書
二
八
六
七)

に
つ
い
て
は
、
出
版
年
が
井
上
淑
蔭
没
年
と
近
い
た
め
、
喜

文
が
用
い
た
資
料
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
た
。 

ま
た
、『
考
証
』
と
『
俚
言
解
』
は
ど
ち
ら
も
『
土
佐
日
記
読
本
』
の
「
緒
言
」

に
よ
る
と
『
土
佐
日
記
読
本
』
作
成
時
に
参
照
さ
れ
た
注
釈
書
で
あ
っ
た
。 

そ
の
中
で
も
『
考
証
』
に
は
、
書
入
れ
や
綴
じ
こ
み
が
あ
り
、
出
版
さ
れ
た
注
釈

書
以
上
の
情
報
を
含
む
こ
と
が
分
か
っ
た
。
綴
じ
こ
み
の
記
述
の
中
に
は
「
清
水
濱

臣
」
を
「
先
師
」
と
表
現
す
る
記
述
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
は
じ
め
と
す
る
記
述
は
淑

蔭
の
筆
致
と
も
一
致
し
て
い
た
。
一
方
で
「
校
註
云
」
と
は
じ
ま
る
朱
墨
頭
書
注
記

は
、
井
上
喜
文
著
『
方
丈
記
捷
解
』
の
校
正(

井
上
家
文
書
二
五
九
四)
の
筆
致
と
一

致
し
て
お
り
、『
考
証
』
の
書
入
れ
は
、
親
子
二
代
の
も
の
が
混
在
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

２
で
は
、
『
土
佐
日
記
読
本
』
作
成
の
際
に
喜
文
が
参
照
し
た
注
釈
書
を
確
認
し

た
。
前
後
の
出
版
状
況
や
『
読
本
』
と
い
う
書
名
か
ら
、
一
般
読
者
や
初
学
者
む
け

の
教
科
書
の
よ
う
な
性
質
を
持
つ
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
。 

３
で
は
、
『
土
佐
日
記
読
本
』
と
『
考
証
』
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
か
ら
傾
向
を

把
握
し
た
。『
考
証
』
書
入
れ
に
つ
い
て
、
形
態
か
ら
一
〇
分
類
に
区
別
し
た
。 

次
に
、『
土
佐
日
記
読
本
』
の
注
釈
は
頭
注
と
傍
注
か
ら
な
り
、
三
三
四
箇
所
を

数
え
た
。
「
緒
言
」
に
挙
げ
ら
れ
た
先
行
注
釈
と
の
関
係
を
と
ら
え
る
為
に
、
注
釈

箇
所
か
ら
傾
向
を
分
析
し
た
。『
土
佐
日
記
読
本
』
で
参
照
・
採
用
さ
れ
た
注
釈
は

師
匠
筋
で
あ
る
岸
本
由
豆
流
の
『
考
証
』
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

４
で
は
、『
考
証
』
と
『
考
証
』
へ
の
書
入
れ
、『
土
佐
日
記
読
本
』
の
注
釈
と
い

う
３
点
が
な
る
べ
く
比
較
で
き
て
、
喜
文
の
注
釈
の
特
徴
を
観
察
で
き
る
例
を
い
く

つ
か
あ
げ
て
考
察
し
た
。 

こ
の
結
果
下
記
の
よ
う
な
特
徴
が
今
回
の
調
査
で
確
認
で
き
た
。 

・
『
考
証
』
書
入
れ
に
は
淑
蔭
、
喜
文
二
人
の
筆
跡
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、

継
承
し
て
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

・
『
土
佐
日
記
読
本
』
で
は
、『
考
証
』
か
ら
の
参
照
・
採
用
が
圧
倒
的
に
多
い
。

た
だ
『
考
証
』
の
説
を
無
批
判
に
継
承
す
る
だ
け
で
な
く
、
内
容
を
吟
味
し
批
判
し

て
自
説
を
の
べ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。 

・
『
考
証
』
書
入
れ
の
段
階
で
は
、
語
法
や
方
言
な
ど
へ
の
興
味
関
心
や
解
説
が

見
受
け
ら
れ
る
。
『
土
佐
日
記
読
本
』
で
は
語
法
の
解
説
数
は
多
い
が
、
術
語
を
使

う
ほ
ど
踏
み
入
っ
た
解
説
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
初
学
者
む
け
の
出
版
物
と
し
て
調

整
を
行
っ
て
い
る
工
夫
が
み
ら
れ
る
。 

・
『
考
証
』
の
天
の
部
分
に
決
ま
っ
て
朱
で
書
き
込
ま
れ
て
い
た
『
校
註
』
の
書

入
れ
は
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
形
で
『
土
佐
日
記
読
本
』
へ
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
『
考
証
』
は
書
入
れ
に
よ
っ
て
、
執
筆
前
の
情
報
集
約
の
役
割
を
し
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

個
別
の
用
例
に
つ
い
て
は
、
よ
り
分
析
が
求
め
ら
れ
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
出
版
さ
れ
た
『
土
佐
日
記
読
本
』
と
井
上
家
文
書
二
八
六
六 

『
土
佐
日
記
考
証 

上
下
合
冊
（
版
本
）
』
は
、
非
常
に
か
か
わ
り
の
深
い
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。 
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『
土
佐
日
記
読
本
』
は
、
喜
文
が
著
し
た
注
釈
書
の
中
で
は
初
期
の
著
作
で
あ
る
。

同
年
の
明
治
二
十
六
年(

一
八
九
三)

に
『
徒
然
草
捷
解
』、
翌
明
治
二
十
七
年(

一
八

九
四)
に
は
『
方
丈
記
捷
解
』
が
出
版
さ
れ
る
。
前
述
の
と
お
り
喜
文
は
ほ
か
に
『
土

佐
日
記
捷
解
』
な
る
注
釈
書
を
著
し
て
い
た
と
伝
わ
る
が
存
在
を
確
認
で
き
な
い
。

も
し
、
そ
の
存
在
が
あ
れ
ば
、
４
で
確
認
し
た
よ
う
な
語
法
な
ど
の
知
識
が
も
っ
と

生
か
さ
れ
た
著
作
と
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
井
上
家
文
書
に
あ
る
『
土
佐
日

記
考
証
』(

井
上
家
文
書
二
八
六
六)

へ
の
書
入
れ
は
『
土
佐
日
記
読
本
』
の
た
め
の

情
報
集
積
で
あ
る
と
共
に
、
著
作
に
載
せ
き
れ
な
か
っ
た
喜
文
の
『
土
左
日
記
』
研

究
の
一
部
を
残
す
も
の
で
あ
り
、
喜
文
の
学
問
を
知
る
う
え
で
重
要
だ
と
考
え
ら
れ

る
。 

  

註 （1）
稲
村
坦
元
「
井
上
淑
蔭
と
林
信
海
」(

『
埼
玉
史
談
一
一
巻
二
』、
一
九
六
四
年)

、『
農
村
の
知

識
人
た
ち 

:
 

奥
貫
友
山
・
井
上
淑
蔭
・
林
信
海
』(

埼
玉
県
立
文
書
館
、
一
九
八
九
年)

、
若

松
良
一
「
古
墳
葬
制
の
変
革
と
横
渟
屯
倉
の
設
置
時
期―

当
館
寄
託
井
上
淑
蔭
資
料
の
石
櫃
畧

図
を
契
機
と
し
て―

」(

『
文
書
館
紀
要
』
第
三
一
号
、
二
〇
一
八
年)

な
ど 

（2）
村
田
駿
「
国
学
者
井
上
喜
文
の
『
紫
式
部
日
記
傍
註
』
書
入
れ
と
「
紫
式
部
日
記
抜
書
」
に
つ

い
て
の
一
考
察
」『
文
書
館
紀
要
』
第
三
八
号
、
二
〇
二
五
年
） 

（3）
『
土
左
日
記
』
の
前
田
家
本(

藤
原
定
家
自
筆
本)

や
、
青
谿
書
屋
本(

藤
原
為
家
書
写
の
転
写

本)

な
ど
の
古
写
本
で
は
い
ず
れ
も
「
土
左
日
記
」
と
あ
る
。
作
品
『
土
左
日
記
』
そ
の
も
の
を

さ
す
時
は
『
土
左
日
記
』
の
表
記
を
用
い
る
。
注
釈
書
名
は
、
各
注
釈
書
の
表
記
に
従
う
。 

（4）
『
土
佐
日
記
読
本
』
の
題
、
頭
書
に
つ
い
て 

 

井
上
喜
文
著
の
『
土
佐
日
記
読
本
』
に
は
、
角
書
の
表
記
に
ブ
レ
が
見
ら
れ
る
。
筆
者
の
家
蔵

資
料
や
、
国
立
国
会
図
書
館
収
蔵
資
料
に
あ
る
明
治
二
十
六
年(

一
八
九
三)

に
杉
本
書
店
か
ら

出
版
さ
れ
た
『
土
佐
日
記
読
本
』
の
題
箋
な
ど
に
は
、
『
︿
考
異
冠
註
﹀
土
佐
日
記
読
本
﹄
と

あ
る
。
対
し
て
、
同
じ
く
杉
本
書
店
か
ら
明
治
二
十
八
年
に
出
版
さ
れ
た
東
京
地
図
調
整
所
編

の
『
新
案
帝
国
地
図:

中
等
教
科
』
の
巻
末
に
あ
る
「
杉
本
書
店
新
版
目
録
」
に
は
、「〈
頭
書
〉

土
佐
日
記
読
本 

(

半
紙
本
全
一
冊
井
上
喜
文
著 

仝(

正
価)

廿
五
銭
郵
税
二
銭)

」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
。
現
状
で
は
、
こ
れ
ら
の
角
書
の
表
記
は
単
な
る
記
述
ブ
レ
と
判
断
し
、
本
稿
で
は

単
に
土
佐
日
記
読
本
』
と
記
述
す
る
。 

 
 

ま
た
、
井
上
喜
文
に
は
、『
土
佐
日
記
捷
解
』
と
い
う
『
土
左
日
記
』
に
関
す
る
別
の
書
が
あ

っ
た
ら
し
い
。
『
国
学
者
伝
記
集
成 

続
編
』
に
は
、
井
上
喜
文
の
著
と
し
て
『
土
佐
日
記
捷

解
』
な
る
書
名
が
見
え
て
お
り
、
池
田
亀
鑑
『
古
典
の
批
判
的
処
置
に
関
す
る
研
究
』
に
も
、

「(

明
治
廿
七
年)

井
上
喜
文
没
。
是
よ
り
先
喜
文
に
土
佐
日
記
捷
解(

未
刊)

の
著
あ
り
。(

埼

玉
県
名
家
著
述
目
録)

」
と
あ
る
。 

（5） 

井
上
淑
蔭
著 

峯
岸
久
治
手
写
「
井
上
淑
蔭
年
譜
」(

川
越
市
図
書
館
所
蔵)

二
丁
表 

（6）
『
収
蔵
文
書
目
録
28
集 

明
星
院
・
奥
貫
家
・
井
上
家
文
書
目
録
』(

埼
玉
県
立
文
書
館
、
一

九
八
九
年)

二
五
一
頁
～ 

（7）
『
読
史
総
覧
』(

小
葉
田
淳
ほ
か
、
新
人
物
往
来
社
、
一
九
六
六
年)

一
一
六
〇
頁 

（8）
中
澤
伸
弘
「
井
上
淑
蔭
と
江
戸
の
歌
人
國
學
者―

井
上
文
雄
と
の
交
流
を
通
し
て―

」（『
皇
學

館
論
叢
』
第
四
〇
巻
第
五
号
、
二
〇
〇
七
年
十
月
） 

（9）
井
上
家
文
書
八
一
四
「
地
動
疑
問
録
」
と
比
較
す
る
と
「
来
」「
云
」「
後
」「
無
」
な
ど
多
く

の
文
字
の
特
徴
が
一
致
す
る
。
こ
の
点
は
阿
部
綾
子
氏
か
ら
御
教
示
い
た
だ
い
た
。 

（10）
注
釈
箇
所
の
数
え
方
は
、
筆
者
が
一
か
所
ず
つ
数
え
た
。
本
文
に
対
す
る
箇
所
数
で
一
カ
ウ
ン

ト
と
し
た
。
そ
の
た
め
、
同
じ
本
文
に
傍
注
と
頭
注
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
つ
い
て
い
た
場
合
一
か

所
カ
ウ
ン
ト
と
な
る
。『
考
証
』
書
入
れ
も
『
土
佐
日
記
読
本
』
も
同
様
に
カ
ウ
ン
ト
し
て
い

る
。
な
お
、
『
考
証
』
そ
の
も
の
の
注
釈
数
な
ど
は
カ
ウ
ン
ト
し
て
お
ら
ず
数
に
入
っ
て
は
い

な
い
。 


